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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、カルニチン/コリンアセチルトランスフェラーゼファミリーに属し、筋ミトコンドリアにおける長鎖脂肪酸β酸化経路の律速酵素です。この酵素は、長鎖脂肪酸アシルCoAを細胞質からミトコンドリアへ正味輸送するために不可欠です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっており、この遺伝子のエクソンを含む上流遺伝子座からリードスルー転写産物が発現します。 [RefSeq提供、2009年6月],触媒活性:ATP + コリン = ADP + O-ホスホコリン。,触媒活性:ATP + エタノールアミン = ADP + O-ホスホエタノールアミン。,触媒活性:パルミトイルCoA + L-カルニチン = CoA + L-パルミトイルカルニチン。,その他:このタンパク質は、非重複リーディングフレームからCHKBタンパク質も生成するバイシストロニック遺伝子によって生成されます。,その他:このタンパク質は、非重複リーディングフレームからCPT1Bタンパク質も生成するバイシストロニック遺伝子によって生成されます。,経路:脂質代謝; 脂肪酸ベータ酸化。,類似性:カルニチン/コリンアセチルトランスフェラーゼファミリーに属します。,類似性:コリン/エタノールアミンキナーゼファミリーに属します。,組織特異性:心臓と骨格筋で強く発現します。肝臓、腎臓では発現しない。
	研究分野
	脂肪酸代謝;グリセロリン脂質代謝;PPAR;アディポサイトカイン;
	画像データ
	

	CPT1B抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCPT1Bペプチドでブロッキングされている。
	

	CPT1B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学染色。右レーンはCPT1Bペプチドでブロッキングされている。
	

	CPT1B 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000希釈のCPTI-Mポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：2000に希釈したCPTI-Mポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞のウェスタンブロット解析

